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新システムによる実地観測
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ボアホールタイプセンサー＠新潟工科大学 2022年地表設置タイプセンサー＠桜島ハルタ山 2019年

高温下（100℃超）における長期運用の安定性半年間の観測における安定性と火山観測性能の検証
論文公表：Nakamichi et al. JDR 2022 2022年2月下旬から連続観測実施中



桜島における観測 2019/6/4〜12/5

ハルタ山観測室敷地図面

Opt. A 微動計JU210併設

Opt. B
Opt. C

光送受信装置

３成分センサー
３箇所設置
観測点間隔：40〜70m

200Hz, 1kHz
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Nakamichi et al. JDR 2022



観測データによる耐雷性能評価
2019年観測期間中の雷発生状況

１時間あたりの発生頻度
ハルタ山中心に
50 km × 50 kmの範囲

落雷地点の水平距離
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雷の影響？2022/12/16 令和４年度総合協議会

Nakamichi et al. JDR 2022



最も落雷が多い時間帯のランニングスペクトルの比較

微動計

微動計

光

光

矢印の時刻において
微動計のスペクトル
にブロードなパワー
が見られる．

一方，光センサーに
は見られない．
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Nakamichi et al. JDR 2022



微動計(JU210)に雷ノイズが見られる時間における
振幅のRMS値（JU210とOpt. A）とその比

Nakamichi et al. JDR 2022
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ボアホールタイプセンサ
による観測
2022年2月22日開始

観測井
管理棟
（観測小屋）

JR東日本
早期地震検知システム
地震観測点

新潟工科大学
柏崎市
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1977.8 m深に設置完了

高温対応ボアホールシステム設置図
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設置場所 105℃
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9月5日に四川省で発生した地震M6.6の波形
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光センサとDASの同時観測
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光ケーブルの
地表敷設

2022年8月4日9時48分福島沖地震

光センサ地表

光センサ（1977m）

DASの記録

7月27日〜28日 DAS設置
8月4日〜5日 DAS撤収



光センサとDASの同時観測
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能登地方地震 M3.5
2022/7/28 21:52



課題間連携および人材育成コンソーシアム構築事業との連
携と火山研究の人的基盤の拡大への貢献
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✓課題Aとの連携によるJVDNシステムへのデータ登録（2022年6月実施）
2016年桜島坑道観測，2017年浅間山観測，2019年桜島ハルタ山観測

✓人材育成コンソーシアム構築事業と連携による火山学実習・
火山学特別実習＠新潟工科大学（2022年7月29日実施）



まとめ
•位相シフト光干渉法振動観測システムは，多成分振動お
よび多点観測が可能である．

•数多くの地震を観測して，アレイ解析を行い性能を確か
め，火山観測研究に使えることが分かった．

•位相シフト光干渉法振動観測システムは雷ノイズの影響
を受けないことが分かった．

• 2022年2月下旬より高温対応ボアホールシステムによる
連続観測を実施しており，安定して運用してきている．

•人材育成コンソーシアム構築事業と連携して火山学実習
を行った．
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